
 

 

 

 

遠 心 式 流体 機 械 の圧 力 や 流 量 を 増 加 さ せ る 方 法 と し て 、 主 羽 根

の 入 口 に イ ン デ ュ ー サ を 設 置 す る 方 法 が試 み ら れ て い る 。こ れ を

利 用 し た も の と し て は 、ポ ン プ や タ ー ボ チ ャ ー ジ ャ ー が ある。し

か し な が ら 、遠 心 フ ァ ン に イ ン デ ﾕ― サ を 付 け た も の に つ い て は 、

空 力 と 騒 音 の 両 特 性 を 議 論 し た 研 究 は ほ と ん ど 無 い よ う に 思 わ

れ る 。ま た 、ポ ン プ や タ ー ボ チ ャ ー ジ ャ と は 構 造 が 大 き く 異 な る

遠 心 フ ァ ン に お い て 、 イ ン デ ﾕ― サ が 有 効 で あ る か ど う か は 不 明

で あ る 。   

本 研 究 で は 、 イ ン デ ﾕー サ 付 き 遠 心 フ ァ ン の 空 力 特 性 と 騒 音 に

及 ぼ す 影 響 に つ い て 、そ の 有 効 性 を 検 証 す る と と も に 、そ の 空 力

特 性 に つ い て 考 察 す る と と も に 、流 体 力 学 的 音 響 的 メ カ ニ ズ ム を

明 ら か に し た 。  

ま ず 、イ ン デ ュ ー サ な し 遠 心 フ ァ ン と イ ン デ ュ ー サ 付 き 遠 心 フ

ァ ン の ２ 種 類 に つ い て 比 較 を 行 な い 、圧 力 上 昇 や 効 率 な ど の 空 力

特 性 の 違 い を 調 べ 、そ の 差 異 の 理 由 を 明 確 に し た 。ま た 、騒 音 特

性 に つ い て も 考 察 を 行 な っ た 。ま た 、イ ン デ ュ ー サ 付 き 遠 心 フ ァ

ン の 出 口 角 が 、 空 力 特 性 と 騒 音 に 及 ぼ す 影 響 に つ い て 実 験 を 行

い 、数 値 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 結 果 と 比 較 検 討 し て 考 察 し た 。さ ら に 、

ベ ル マ ウ ス と シ ュ ラ ウ ド と の 隙 間 の 空 力 特 性 や 騒 音 へ の 影 響 に

つ い て も 考 察 し た 。  

併 せ て 、乱 流 騒 音 に 関 与 す る パ ラ メ ー タ の 一 つ で あ る 後 流 の 幅

の 予 測 法 を 提 案 し 、 こ れ を 用 い て 全 帯 域 乱 流 騒 音 の L特 性 と A特

性 の 予 測 を 行 い 、 実 験 値 と 比 較 し た 。  

本 論文 は６ 章か らな り、第１ 章は 序論、第２章 から 第５ 章は 本文、

第 ６章 は総 括で ある 。  

第 １ 章 で は 、 ス ク ロ ー ル レ ス 遠 心 フ ァ ン が 求 め ら れ て い る 背 景 と

イ ンデ ﾕ― サ 付 き遠 心フ ァン の研 究に 至っ た背 景、送風 機騒 音の 種類

と 、 回 転 騒 音 と 乱 流 騒 音 の 概 要 と 理 論 、 及 び 本 論 文 の 構 成 を 述 べ て

い る。  

第 ２ 章 で は 、 流 れ の 解 析 理 論 に つ い て 、 ま す 純 一 次 元 の 場 合 の 遠

心 ファ ンの 理論 揚程 と諸 圧力 損失 につ いて 述べ 、さ らに 三次 元の 理
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論 解析 につ いて 、計 算モ デル 、基 礎式 、解 析条 件を 述べ てい る。  

第 ３ 章 で は 、 本 研 究 で 用 い ら れ た 実 験 装 置 と 、 数 種 類 の 供 試 羽 根

車 の特 徴、 さら に実 験方 法に つい て述 べて いる 。  

  第 ４ 章 で は 、 イ ン デ ユ ー サ 付 き 遠 心 フ ァ ン の 、 イ ン デ ユ ー サ の 有

無 、 羽 根 車 出 口 角 、 シ ユ ラ ウ ド 隙 間 に つ い て 、 空 力 特 性 へ の 影 響 を

述 べて いる 。以 下に その 成果 をま とめ る。  

（ １）  イ ン デ ユー サを 設け るこ とで ベル マウ スと シュ ラウ ドの すき

ま から の漏 れ流 れに よっ て生 じる 羽根 車入 口の 衝突 損失 や流 れの は

く 離 に よ る 損 失 が 低 減 で き る 。 特 に 、 こ の 種 の フ ァ ン で は 、 入 口 の

漏 れ流 れの 影響 が性 能に 大き な影 響を 及ぼ すこ とを 明ら かに した 。

（ ２）  出 口 角 を大 きく する と、 圧力 は上 昇す るが 、損 失が 増大 して

い く 。 羽 根 車 の 効 率 お よ び 圧 力 上 昇 か ら み る と 、 最 適 値 は ３ ９ °近

辺 にあ る。  

（ ３ ） ベ ル マ ウ ス と シ ュ ラ ウ ド の 隙 間 で は 、 漏 れ が あ り 、 羽 根 車 内

部 へ 流 入 す る と う い う 循 環 し て い る 流 れ が 存 在 す る た め に 実 際 に 羽

根 車 を 通 過 し て い る 流 量 よ り 多 く の 流 体 が 羽 根 車 内 部 を 通 過 し て い

る 。 こ の 漏 れ 流 れ に よ り 、 漏 れ 損 失 や 流 路 流 動 損 失 が 増 大 す る と と

も に、 羽根 車に は余 分な 流量 が必 要と なり 、効 率は 低下 する 。  

  第 ５ 章 で は 、 イ ン デ ユ ー サ 付 き 遠 心 フ ァ ン の 、 イ ン デ ユ ー サ の 有

無 、羽 根車 出口 角、シ ﾕラ ウ ド隙 間に つい て、騒音 への 影響 を述 べて

い る。 以下 にそ の成 果を まと める 。  

（ １）  イ ン デ ユー サを つけ るこ とに より 、後 流の 幅が 減少 し、 若干

騒 音 レ ベ ル は 減 少 す る 。 ま た 、 圧 力 が 上 昇 す る た め に 比 騒 音 レ ベ ル

は かな り低 下す る。  

（ ２）  出 口 角 度を 増加 させ ると 後流 の幅 が大 きく なる 。特 にス パン

方 向 に は 上 部 に い く に つ れ て 後 流 の 幅 が 増 加 し て い る 。 ６ ５ °以 上

に な る と ほ と ん ど 翼 に 沿 わ な く な っ て い る と 考 え ら れ る 。 し か し 、

騒 音 は 相 対 速 度 と 後 流 の 幅 の 相 互 作 用 に よ っ て 決 ま る の で 、 結 果 的

に 出 口 角 の 増 加 に よ り 騒 音 は 増 加 す る 。 比 騒 音 レ ベ ル で 判 断 す れ ば

３ ９°から ６５ °の 範囲 が、 適正 値で ある 。  

（ ３）  ベ ル マ ウス とシ ュラ ウド の漏 れを 防止 する と、 羽根 車の 相対

速 度は 僅か に低 くな り、 乱流 騒音 が若 干低 下す る。  

（ ４ ） 羽 根 車 に お け る 入 口 相 対 流 入 角 と 出 口 相 対 流 出 角 に よ り 、 後

流 の 幅 を 見 積 も り 、 そ れ を 用 い て 騒 音 予 測 を 行 な っ た 結 果 、 実 測 値

と ±３ ｄ B以 内 で 騒 音 レ ベ ル （ L特 性 お よ び A特 性 ） を 見 積 も る こ と

が でき る。  

第 ６ 章 は 、 総 括 で あ り 、 本 研 究 に お い て 得 ら れ た 知 見 、 及 び 今 後

の 設計 上の 留意 事項 につ いて 述べ てい る。  

 

 


